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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 10,856 △60.6 △940 ― △862 ― △603 ―
21年3月期第2四半期 27,575 ― 656 ― 793 ― 450 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △51.34 ―
21年3月期第2四半期 37.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 17,189 11,869 69.0 1,010.00
21年3月期 22,096 12,421 56.2 1,057.02

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  11,869百万円 21年3月期  12,421百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 12.50 ― 12.50 25.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 15.00 15.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,260 △46.8 △1,300 ― △1,147 ― △686 ― △58.40



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年７月29日に公表いたしました連結業績予想は変更ありません。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定・業績予想のご利用に当たっての注意事項等は、３ペー
ジ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 12,067,120株 21年3月期  12,067,120株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  315,600株 21年3月期  315,600株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 11,751,520株 21年3月期第2四半期 12,028,234株



 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の在庫調整が一巡し増産に転じるなど、一部で景気回復の

兆しが見られるものの、企業業績の悪化や雇用情勢の低迷など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

 当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業におきましては、政府の経済対策効果もあり、一部の環境対応

車種では大幅な需要増となるなど生産の回復が見られましたが、企業業績の大幅な改善には至っておらず、依然とし

て設備投資は低い水準に抑えられたまま推移いたしました。セラミック、電気・電子、工作機械関連におきまして

も、本格的な生産の回復にはまだ時間がかかる見込みであることから、同じく設備投資には慎重な姿勢が見られるな

ど、厳しい経営環境が続いております。  

 こうした中、当社グループではエンジニアリング力を活かした業種別営業活動を軸に、全社一丸となった受注強化

活動を推進してまいりました。また、コスト面におきましても役員報酬・管理職給与の削減をはじめ、徹底したコス

ト削減に努めてまいりました。しかしながら、全体として売上減少の影響は大きく、当第２四半期連結累計期間の売

上高は108億56百万円（前年同期比60.6％減）、経常損失は８億62百万円、四半期純損失は６億３百万円となりまし

た。 

  

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて49億７百万円減少し、171億89百万円となり

ました。主な要因は、流動資産が51億68百万円減少したことによるものであります。 

 流動資産につきましては、現金及び預金が12億73百万円増加となったものの、営業債権が62億42百万円減少となっ

たこと及び棚卸資産が２億26百万円減少となったことを主因に前連結会計年度末に比べて51億68百万円減少し、132

億55百万円となりました。 

 流動負債は、営業債務の減少が41億28百万円あったことを主因に前連結会計年度末に比べて42億88百万円減少し、

52億23百万円となりました。 

 純資産額は、前連結会計年度末に比べて５億52百万円減少し、118億69百万円となりました。１株当たり純資産額

は1,010円00銭となり、また、自己資本比率は前連結会計年度末の56.2％から69.0％になりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ12

億73百万円増加し、39億52百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は13億58百万円（前年同期比109.5％増）となりました。これは、売上債権の減少額

62億69百万円及びたな卸資産の減少額２億33百万円があったこと等による資金増と、税金等調整前四半期純損失９億

11百万円、仕入債務の減少額41億52百万円があったこと等による資金減によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は８百万円（前年同期比93.0％減）となりました。これは、関係会社貸付金の回収に

よる収入１億13百万円があったものの、関係会社に対する貸付による支出１億16百万円があったこと等によるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は１億46百万円（前年同期比80.8％減）となりました。これは、配当金の支払額１億

46百万円があったことによるものであります。  

  

 平成21年７月29日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

  

 該当事項はありません。  

  

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）



１．簡便な会計処理 

 ① 棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

 ② 経過勘定項目の算定方法 

 合理的な算定方法による概算額で計上しております。  

 ③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

・表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「コミットメントフィー」は前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示し

ておりましたが、営業外費用の100分の20を超えたため区分掲記しております。 

 なお、前第２四半期連結累計期間における「コミットメントフィー」の金額は 千円であります。 

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

974



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,952,512 2,679,186

受取手形及び売掛金 7,755,529 13,998,359

商品及び製品 1,070,697 1,263,517

仕掛品 26,414 51,594

原材料及び貯蔵品 38,961 47,610

その他 420,877 397,009

貸倒引当金 △9,477 △13,230

流動資産合計 13,255,513 18,424,047

固定資産   

有形固定資産 2,061,638 2,158,528

無形固定資産 77,421 96,823

投資その他の資産 1,794,736 1,417,064

固定資産合計 3,933,796 3,672,416

資産合計 17,189,310 22,096,464

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,943,437 8,072,307

1年内返済予定の長期借入金 300,000 300,000

未払法人税等 27,494 21,636

賞与引当金 245,000 294,298

その他 707,113 823,473

流動負債合計 5,223,045 9,511,714

固定負債   

役員退職慰労引当金 97,200 97,200

その他 － 65,914

固定負債合計 97,200 163,114

負債合計 5,320,245 9,674,829

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,311,778 1,311,778

資本剰余金 1,371,950 1,371,950

利益剰余金 9,424,017 10,174,241

自己株式 △149,551 △149,551

株主資本合計 11,958,194 12,708,417

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 106,429 △7,823

為替換算調整勘定 △195,559 △278,959

評価・換算差額等合計 △89,129 △286,782

純資産合計 11,869,064 12,421,635

負債純資産合計 17,189,310 22,096,464



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 27,575,848 10,856,834

売上原価 24,038,640 9,564,431

売上総利益 3,537,208 1,292,402

販売費及び一般管理費 2,880,633 2,233,267

営業利益又は営業損失（△） 656,575 △940,864

営業外収益   

受取利息 14,702 1,544

受取配当金 22,388 8,654

仕入割引 110,078 39,905

助成金収入 － 17,395

その他 39,043 28,393

営業外収益合計 186,212 95,894

営業外費用   

支払利息 14,748 2,329

売上割引 28,747 9,870

コミットメントフィー － 5,045

その他 5,660 －

営業外費用合計 49,157 17,245

経常利益又は経常損失（△） 793,630 △862,215

特別利益   

固定資産売却益 226 489

貸倒引当金戻入額 5,132 2,880

特別利益合計 5,358 3,370

特別損失   

固定資産売却損 32 217

投資有価証券評価損 7,010 379

減損損失 － 50,087

その他 2,830 2,210

特別損失合計 9,873 52,894

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

789,116 △911,740

法人税等 338,323 △308,410

四半期純利益又は四半期純損失（△） 450,793 △603,329



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

789,116 △911,740

減価償却費 94,138 71,868

減損損失 － 50,087

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,132 △2,880

受取利息及び受取配当金 △37,090 △10,270

支払利息 14,748 2,329

売上債権の増減額（△は増加） 1,723,058 6,269,057

たな卸資産の増減額（△は増加） 129,308 233,264

仕入債務の増減額（△は減少） △1,719,996 △4,152,794

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,163 △49,298

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 15,432 －

前渡金の増減額（△は増加） 49,532 2,508

前払年金費用の増減額（△は増加） △10,692 △1,041

未収入金の増減額（△は増加） 80,171 15,819

差入保証金の増減額（△は増加） 29,460 △385

その他 △29,385 △161,658

小計 1,135,833 1,354,866

利息及び配当金の受取額 37,657 10,765

利息の支払額 △14,748 △2,329

法人税等の支払額 △510,124 △4,677

営業活動によるキャッシュ・フロー 648,617 1,358,625

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △40,146 △2,570

関係会社貸付けによる支出 △214,000 △116,000

関係会社貸付金の回収による収入 188,000 113,000

関係会社株式の取得による支出 △50,045 －

その他 △11,546 △3,406

投資活動によるキャッシュ・フロー △127,738 △8,976

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △550,000 －

自己株式の取得による支出 △63,813 －

配当金の支払額 △150,839 △146,671

財務活動によるキャッシュ・フロー △764,652 △146,671

現金及び現金同等物に係る換算差額 △54,640 70,348

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △298,413 1,273,325

現金及び現金同等物の期首残高 1,363,996 2,679,186

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,065,582 3,952,512



 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当社グループは主として制御機器、産業機器、計測機器等の販売を営んでおり、事業区分としては単一セグメ

ントであるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略

しております。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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